
 

第５章 

 

Ｑ＆Ａ 



Q1 開設 たい 思 た 報告 相談 た いい ？ 

A：モ 事業を行 た ー ーム 担当者や行政 開設時 相談や バ スを行 い

 

 運営規模 食事 提供 方法 保健所 税務署 相談 必要 あ  

 

Q2 目的 理解 無い人へ 周知方法 う た いい ？ 

 A：認知症 ー ー養成講 認知症 ェ 説明を行 う 効果的 自治体 行政

地域密着型介護事業所等 連携を 認知症地域支援推進員 中心 認

知症 啓発活動を行 い 認知症 対 偏見を除く う 取 組 共 開催目的を

明確 いく 要  

 

Q3 食事 提供 い う た いい ？ 

 A： ェ 提供 飲料 茶菓子 コーヒー 紅茶 飲 物 主 あ 茶菓子

ッキーや和洋菓子 駄菓子 果物 ー 類 た 地域性や参加者 年代 合わせ 漬け

物や 浸 喜 い た ンチ 調理 物 提供 い 調理

人 食材 衛生管理を徹底 事前 保健所 相談 事 必要  

 

Q4 送迎 い う た いい ？ 

 A： ェ 自 来 望 い 交通 便や人手 有無 自動車 送

迎 考え そ 場合 事故 ス を視 入 事故対応 ュ 作成や周知

送迎車両 保険加入 送迎 携わ 人 対 移乗動作技術 習得 ン 保険 検討

行い 互い 確認 要  

 

Q5 相談室 設置 必要 ？ 

 A：特別 相談室 設け 必要性 無い 相談者 相談 や い環境を整え 望

い  

  同 ス ース内 あ 相談コー ー 少 離 た ー 椅子を置

バ ーや相談内容 配慮 た 相談内容 別日 改 行う 配慮

必要  

 

Q6 設営 ス い ？ 

 A：参加人数 参加者 身体機能 程 ー 椅子 卓 布団 季節

炬燵 を使用 季節 花を飾 生演奏や ＧＭ 音楽を流

居心地 良い雰 気 環境をセッ 参加者 満足 ッ う 環境

を整え う  

 

Ｑ7 参加人数 

 ：開催場所 広 参加対象 認知症当事者 認知症 家族 ン 内容や

ー 調整 必要 た ェ 規模を計画立 運営側 参加者側

共有 参加者間 ー 化 話 偏 い う 配慮  



 

第６章 

 

事業報告会アンケート 

結果と考察 



．参加者数  計 158   ンケ 回収 109  

 割合 回収数及 チェ ク数 了承く い  

 行政 地域包括関係者 66％ 

 事業者        29％ 

 一般          5％   

考察 認知症カフェ 地域 行う い 行政 地域包括関係者 関心 高い

様々 職種 サ ビ 事業者 地域 一緒 進 いく 啓発 必要 あ  

 

．報告 何 知  

案内文書 95％ 知 合い ％  ％ 

考察 行政 協議会 周知 参加 人 ほ あ 団体へ 会員へ

周知 願い あ 団体 研修 日程 重 理由 参加 少

後 認知症カフェ 進 いく 当 多団体へ 周知 工夫 大 あ  

 

．参加 う 複数選択  

マ 関心 あ  56％ 

護 事 関わ い  26％ 

          18％ 

考察 回 報告会 参加 人 何 関心 あ 人 ほ あ

安心 住 続 地域 造 いく 認知症カフェ 居場所 く 関心 高

い 伺え  

 

．認知症カフェ 関わ い  

認知症カフェ 実施 い  20％ 

認知症カフェ 協力 い  21％ 

認知症カフェ 後開設 い 37％ 

認知症カフェ 後関わ い 17％ 

認知症カフェ 関わ 予定 特 い ％ 

考察 回 認知症カフェモ ル事業 行 事業所関係者 協力 あ 行政 地域包

括関係者 事業者 参加 多 時 後開設 い人 約 40％あ モ ル事業 取

組 各地へ広 いく 期待  

人 集 い 大勢い いいわ い 場所 参加 人 い

あ 自 カフェ 来 難 い人 参加 望 場合 いう意見 あ 地域性

あ 集 い 過疎地 住民 少 い 色々 特性 あ 何人集

く 身近 気軽 行 場所 あ いう 大 あ 地域 ニ 合わ 徐々

少 初 第 1歩 いく  

自力 行 場所 様々 特性 認知症カフェ 期待 い

あ 行 い人 自 居場所 選択 い 望 い  



．認知症劇 い  

期待通 67％ あ あ 30％ 期待外  3％ 

考察 笑い 中 認知症 症状 入 い 一般 人 い  

認知症 初期 取 扱 い 部 相談先 部 連動 わ

好評 劇 一般 人 関心 高い 参加 くわ い 特色 あ 認

知症 理解 深 参加 う 必須 あ く ル

後 期待  

 

．講演 い  

期待通  62％ あ あ 38％ 期待外  0％ 

考察 わ く 後 生 い いう声 多 カフェ あ 方

目的 軸 整理 いう意見 あ 様々 形態 あ 理解 い 目的

再確認 認知症カフェ 設置 あ 方向性 確認 い  

 

．実践報告 い  

期待通  60％  あ あ 40％  期待外  0％  

考察 各事業所 色 違い 工夫 い 参考 事業所

任 く 地域 一人 自 取 組 ほ い課題点 参考

実施主体 目的 共有 地域 協力 大 痛感 意見 あ 回 モ

ル事業 宮城県内 5圏域 実施 県内 広く各地域 特性 持 合わ い 地域 違

え ニ 違 く 各報告 違い 感 い 一定 評価

言え 自 地域 開設 運営方針 実施 協力 取

組 うえ 参考 幸い あ  

特 実施 課題 運営者 問題 く 地域 関わ 皆 地域 一員 あ いう意

識 積極的 参加 いい いく 求  

 

． 回 認知症カフェモ ル事業報告会 感想 

う 取 組 働 い い い 学ぶ機会 ほ い 定期的 各地

認知症カフェ い 知 い 本格的 カフェ 稼働 後 報告会 行 ほ い

意見 あ 回 報告 う 事業所 共通 課題 地域 個別 課題

あ 運営 行い 悩 課題 く 予測 認知症カフェ連絡

会 検討 い い  

助成 出 ほ い 声 あ 助成 補助 い 自治体

考え方 様々 あ い 始 い 現状 あ

始 大 あ 助成 一時的 あ 地域 自治会 ボラン

協力 得 助成 補助 く 運営 構築 いく 望 い  



 

第７章 

 

ンダ・イギ ス・ 

 

日本の認知症 フェの現状 



ン 日本 認知症 現状 

 

認知症介護研究 研修 ン  

主任研修研究員 矢吹知之 

 

． ン 認知症  

 経緯 

 1997 始 高齢者 精 疾患研究 ン 老 心理学 専門

家ベ ン博士 協会 協力 ン大学 開催 始 あ

現在 240以 ン 用意

い 普 あ 当初 大 役割 担  

  

現状 

称 圏 録商標  

実施 協会地方支部 関 必要 あ 証

赤い文 や看板 掲 い  

目的 認知症 い 医学的情報や社会心理学的情報 提供 

抱え い 問題 い ン 話 重要性 伝え  

認知症 人や家族 抱え い 問題 い 地域社会 再認識 容  

認知症 人 家族 対 社会的孤立 回避 

台ゆ や 的教育 地域へ 啓 場 いえ 専門的 家族支

援 い ン ン 担う  

対象 認知症 本人 家族介護者 家族 仲間 地域 民 専門職者 

台参加者数 均 50 程度 認知症 本人 2～3  

頻度 時間 一回 夜 19:00頃 2時間 多 昼間開催 多少あ  

曜日 木曜日 開催 土 日 日 開催 い 

運営者 Alzheimer Netherlands 職員 加わ 地域 い 福祉団体や NPO 加わ

中立性 確保 協会 地方支部 関 い  

地域 介護 福祉 医療関 法人 職員 派遣 連携 開催  

会場 中立性 高い場所 公共交通機関 利用 能 地域 人 場所 Alzheimer 

Netherlands 計画的 設置 優先順 一般 や ン 最 高

施設 開催 好 い い  

行 ， ン 等 称 人 全体 司会 行や

ン Q＆A 行 務 人 協会 準備

研修 講  

容 情報収集 入 30分→情報提供 教育 ニ講話 30分→

休憩 ニ ン 30分→ ン Q＆A 30分

行 変わ い 毎回 認知症 関 情報提供 容 異  

音楽 ほ BGM 音楽 生演奏 皆 歌う

あ 話 雰囲気 作 用い い 楽

器 ン 多 主役 い  



参加費用 無料 

教

育 

研修 Alzheimer Netherlands 実施 ン 研修

準備 い 必須 い  

運営 手引

書等 

ベ ン監修 ニ び Alzheimer Netherlands 設置基準

基  

飲 物 菓

子等 

茶 ほ ン 文 あ 好 菓

子 や 少々 食事 ン や ン 用意

あ ワ ンや 用意 い 料  

源 国 交 自治体予算 自治体 担 協会本部や地

域支部 NPO 成 源 充 い 多 一回 日本

1万 程度 補 会場 募 箱 置い あ  

 

● ン 認知症 工夫 ン  

敷居 時間 開催時間  

無理 い開催頻度 性 開催時期 頻度  

会話 敷居 音楽 時間管理 司会 行  

参加 敷居 会場選定 予  

地域 産 在 敷居 運営方法  

安定 掛  

出会い 場 提供 出会い 演出 参加者 枠 払う  

課題 

 情提提供 中心 あ 満 漏 い  

 

． 認知症  

 経緯 

  ン 3 遅 2000 ン 州 ン 開催 後 2009

国家戦略 明記 現在国 600 所 展開 い  

 認知症 認知症 人 家族 わ 専門職者 構成 い

当初 ン 習い 認知症 人 家族 ほ 認知症 関心 あ 人 入 い 回数

重 徐々 経験 仲間 精 的 効果 重視 手法 変 い

 

ン 違い 

対象者 違い 展開 容 ン う 定型的

実施 中心 行わ い 場合 多い  

ン ン 式 や 運営手法 いう い 唯一 最 16

参加者 いう あ Alzheimer Society資料 人数以外 運営者

方法 任 い 行わ 異 本人

声 政策や 開 結果 認知症 人 家族 ンや別

部屋 実施 家族 介護 悩 い 話 合い 認知症 人 自分 悩 や



ン 行う形式 多い  

当初 ン う 行 い

現在 一 大 実施 い 多い  

 

現状 

 称 ン ン  

ン

等 

式 称 あ 多い 称

協会 主催 8割 称 使用 い

U.K いう 組織 あ ン ベ

ン 考え 承 独自 組織 あ  

ン  

ン D-

ニン 様々 

式 称 ン あ ほ 称 使わ 通

称 用い い  

台本書 ン 除 協会 Alzheimer 

Society 並び ン 協会 Alzheimer Scotland

実施 紹介  

目的 認知症 人や家族介護者 孤立 社会 繋  

認知症 人や家族介護者相互支援 行わ  

認知症や介護 関 情報提供  

専門家 早期支援 結び  

通常 出 う  

対象 認知症 本人 家族介護者 中心 

頻度 時間 開催頻度 異 一回 隔 毎

あ 時間 午前中 午後 昼 挟 午後 行う

種類 混在 実施 団体 異  

曜日 曜日 開催 土日 日 開催 い  

運営者 協会支部 開催 や地域 NPO 開催

様々 ン 殆 協会支部 実施 い  

会場 地域 協会 ニ Alzheimer Society 事務所 ン

高齢者 宅 集会所 ン 少数  

行 ワ 協会 職員 役職

協会 主催 企画運営 担 い

ン 場合 あ ン



環境設定 記録 担う 運営団体

呼び 異  

容 異 特徴あ 行 い や歌

ン 軽 様々 行う 特 行わ

話 あ ン 場合 や興味

応 設定 行わ や ニン 等特徴 あ  

音楽 CD 音楽 流 設備 あ 使用 い 多い  

参加費用 無料 基本 あ 食事 提供 3 ン 程度 日本 400

程度 担 あ  

飲 物 菓

子等 

茶 提供 ン ン ほ 食事 提供

ン 調理  

教

育 

ン ワ 準備 集合研

修 行う 必須 い  

ン ン Alzheimer Society主催 1 1回

全体研修 情報交換 準備 い  

運営 手引

書等 

準備 い ン 実施

い 団体 ベ ン監修 資料 基 実施  

源 ン ン 協会 組織 ：Alzheimer 

Scotland ン ン ン

協会 組織 ：Alzheimer Society 寄 募

運営資 確保 ベン 頻繁 実施  

 ● ン ン 特徴 

  認知症 人 家族 構成  

  中心 

  何回 開催 多い方 良い いう意識 あ  

  孤立予防 開催  

 ● ン 特徴 

  認知症 人 家族 構成  

  地域 民 ン ン 参加 

  趣味 特 多数  

 

課題 

 う 利用 い 家族 在 多い  

 地域 民へ 認知度 い 

 運営資 困  

 乗 自由 容 統一 い い 

 



．わ 国 認知症 へ 学び 

 目的 

   目的 明確 い 施設入所者 自然  

地域 偏見 地域 献 求  

準公共  

   地域包括支援 ン 認知症地域支援推 員 関 必要性 

敷居 工夫 基準  

人 対 新 文 能性

ン 家族会 相違 明確  

 効果 

   若 性認知症 支援 

    専門職 出会い 人作 情報入手 場 効 

認知症 早期支援体制 足 認知症 へ 置  

 人 早期支援 地域 理解 敷居 い

地域包括等職員 出会い 

家族支援 認知症  

 介護 職 孤立 介護 理由 自殺 防 役立  

高齢者虐待 未然防 認知症  

    介護者 孤立防 地域 理解者 増加 社会的孤立 防 虐待 深刻 防 能性  
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